
地
涌
菩
藤
が
各
自
が
分
身
仏
と
し
て
の
元
の
弘
経
の
国
土
に
於
て

の
広
説
此
経
。
即
ち
今
。
二
十
不
軽
口
聞
に
於
て
付
属
せ
ら
れ
し
法

華
経
を
護
持
弘
経
と
解
す
る
な
り
。
即
ち
宝
塔
品
十
一
後
半
よ
り

神
力
品
二
十
二
別
半
迄
の
虚
空
会
処
即
不
可
思
議
阿
僧
紙
劫
時
即

三
千
塵
点
劫
時
の
説
法
会
処
に
於
け
る
法
門
な
り
と
解
す
べ
き
な

り
。
属
累
品
云
時
釈
迦
牟
尼
仏
令
十
方
来
諸
分
身
仏
各
選
本

土
而
作
是
云
。
諸
仏
各
随
所
安
多
宝
仏
塔
還
可
如
故
。
と
有
る
分

身
仏
、
各
還
本
土
、
と
同
意
の
分
身
仏
本
土
に
於
け
る
弘
経
と
受

取
る
べ
き
か
。

佐
前
教
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

関

戸

尭

海

『
守
護
国
家
論
』
で
は
法
然
浄
土
教
批
判
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
検
討
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
の
大
文
第
一
は
、
さ
ら
に
四
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の

第
一
節
に
於
い
て
一
代
五
十
年
の
代
表
的
な
経
典
の
説
法
の
順
序

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
再
び
第
二
節
で
経
典
の
内
容
の
浅
深

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
引
用
さ
れ
る
経
典
や
論
法

な
ど
の
面
で
重
複
す
る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。

日
迷
聖
人
の
遺
文
全
体
を
拝
読
す
る
と
、
『
守
護
国
家
論
』
で

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
丁
寧
な
検
討
が
、
『
開
目
抄
』
『
報
恩

抄
』
な
ど
の
重
要
著
作
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
よ
う
な
具
体
例
を
検
証
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
『
浄
土
決
義
紗
』
『
知
選
択
』
『
催
邪
輸
』
に
つ
い
て
の
記

述
口
無
量
義
経
の
華
厳
海
空

同
法
華
経
を
諸
経
中
の
王
と
す
る
こ
と

側
浬
繋
経
と
法
華
経
の
勝
劣

同
自
宗
の
依
経
を
第
一
と
す
る
点

円
仏
滅
後
の
仏
法
の
滅
尽

川
華
厳
・
法
相
・
三
論
の
教
判

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
『
守
護
国
家
論
』
に
於
け
る
仏
教
大

系
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
考
察
が
『
十
法
界
明
因
果
紗
』
『
顕
説

法
紗
』
『
浄
土
九
品
之
事
』
な
ど
の
佐
前
期
の
遺
文
に
反
映
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
佐
後
期
の
『
開
目

抄
』
『
神
間
五
御
者
』
『
一
代
五
時
図
』
『
撰
時
抄
』
『
報
恩
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抄
』
に
も
『
守
護
国
家
論
』
と
同
様
な
表
現
が
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
特
に
『
報
恩
抄
』
に
は
、
執
筆
時
に
日
蓮
聖
人
の
座
右

に
『
守
護
国
家
論
』
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
よ
う
な

近
似
し
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

叙
上
の
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
、
『
守
護
国
家
論
』
を
執
筆
し

た
正
元
元
年
の
時
点
で
す
で
に
日
巡
聖
人
の
基
本
的
な
仏
教
理
解

が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理

念
が
『
顕
誘
法
紗
』
『
開
目
抄
』
『
報
恩
抄
』
な
ど
の
佐
前
・
佐

後
の
遺
文
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
考
え

る
。
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
文
永
八
年
の
法
難
を
契
機
と
し
て
大
き

な
深
ま
り
を
み
せ
る
こ
と
と
な
る
が
、
仏
教
体
系
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
理
念
に
つ
い
て
は
佐
前
か
ら
佐
後
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
一
貫
す
る
仏
教
観
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
改
め
て
日
巡
聖
人
初
期

教
学
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

法
華
経

i
こ
の
不
思
議
な
経
典
｜

芹

沢

哉

寛

決
し
て
大
部
と
は
云
え
な
い
経
典
で
あ
る
が
法
華
経
ほ
ど
読
む

人
の
心
と
態
度
に
よ
っ
て
異
っ
て
評
価
さ
れ
る
経
典
は
あ
る
ま

い
。
富
永
仲
基
等
の
実
証
的
合
理
主
義
た
ち
は
、
内
容
の
な
い
讃

辞
の
み
と
評
し
、
天
台
は
全
経
典
の
中
最
勝
な
り
と
論
究
し
て
居

り
、
そ
の
中
聞
に
は
多
く
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
聖
人
の

如
く
、
身
心
を
法
華
経
の
故
に
捨
て
る
は
無
上
の
喜
び
で
あ
る
と

ま
で
、
身
読
さ
れ
た
経
典
は
、
他
に
見
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
日

蓮
聖
人
に
は
遥
か
に
及
ば
な
い
の
は
当
然
と
し
て
も
以
下
私
の
思

索
体
験
か
ら
読
ん
で
得
た
法
華
経
観
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
余
り

に
多
く
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
感
じ
、
こ
の
一
部
の
経
典

に
対
し
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
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一
、
法
華
経
の
宗
教

法
華
経
は
宗
教
経
典
で
あ
る
が
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
日
蓮
聖
人
の
観
心
本
尊
抄
の
、
法
華
を
識
る
者
は
世
法
を

得
べ
き
か
、
の
意
に
沿
っ
て
法
華
経
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
法


